
は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
砲
爆
の
轟
音
と
天
に
沖
す
る
黒
煙
の

中
に
次
第
に
廃
墟
と
な
っ
た
。

撤
収
し
た
我
々
は
戦
場
掃
除
を
終
え
、
敵
機
の
飛
来
す
る
下

で
戦
死
者
の
腕
等
火
葬
に
付
し
、
遺
骨
を
茶
碗
に
納
め
て
以
後

戦
友
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
作
戦
を
続
け
た
。
一
中
隊
は
四
月
十

一
日
露
営
地
を
出
発
、
十
五
日
雲
台
山
に
進
駐
、
警
備
し
て
い

た
第
二
十
七
大
隊
と
交
代
し
た
。
以
来
毎
日
の
如
く
陣
地
構
築

に
専
念
し
た
。
対
空
、
対
砲
火
の
た
め
の
壕
掘
り
で
あ
る
。
山

の
中
腹
を
掘
削
、
そ
の
上
に
土
を
盛
っ
た
。

四
月
二
十
九
日
天
長
節
の
日
、
歩
、
砲
、
飛
、
三
位
一
体
の

敵
に
よ
る
総
反
攻
に
会
う
。
敵
二
個
軍
（
四
個
師
）
敵
機
十
八

機
を
迎
え
討
つ
第
一
中
隊
は
斎
藤
中
隊
長
以
下
百
五
十
人
、
死

闘
は
早
朝
か
ら
数
時
間
に
お
よ
び
、
昼
過
ぎ
我
が
主
力
軍
の
進

出
に
よ
り
攻
撃
を
断
念
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
陣
地
に
補
修

を
加
え
、
強
固
な
陣
地
に
し
た
。

六
月
半
ば
淅
川
へ
転
進
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
さ
ら
ば
恨
み
多
き

老
河
口
よ
、
誰
の
胸
に
も
、
感
慨
深
く
暮
れ
ゆ
く
老
河
口
を
見

つ
め
な
が
ら
、
静
か
に
雲
台
の
山
を
降
り
た
。

衣
師
団
の
軍
馬
に
つ
い
て
　 

島
根
県
　
黒
崎
敏
夫
　 

軍

歴

昭
和
十
八
年
十
月
（
済
南
）

北
支
派
遣
軍
第
三
十
九
師
団(

藤)

病
馬
廠

昭
和
十
九
年
十
月
（
泰
安
）
独
立
歩
兵
第
四
十
五
大
隊
（
衣
）

昭
和
二
十
年
三
月
（
済
南
）
　
第
五
十
九
師
団
（
衣
）
獣
医
部

昭
和
二
十
年
六
月
　
　
　
　
　
陸
軍
獣
医
大
尉

そ

の

一

戦
況
も
南
方
に
拡
大
し
、
昭
和
十
九
年
に
は
関
東
軍
の
部
隊

が
、
ビ
ル
マ
、
比
島
等
に
移
動
を
開
始
し
て
い
く
。

第
五
十
九
師
団
（
衣
師
団
）
は
北
支
、
山
東
省
、
済
南
を
中

心
に
駐
屯
し
て
い
た
。
師
団
獣
医
部
は
、
こ
の
南
進
部
隊
に
馬

糧
、
獣
医
資
材
の
補
給
を
担
当
し
た
が
、
乾
草
（
あ
わ
藁
）
の

集
荷
に
大
変
苦
労
し
た
。

済
南
周
辺
も
都
市
部
を
除
き
、
八
路
軍
の
進
攻
が
激
し
く
な



り
、
前
線
部
隊
の
分
遺
隊
が
襲
撃
さ
れ
て
全
滅
し
た
り
、
撤
収

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
治
安
は
次
第
に
悪
化
し
て
い
た
の
で

集
荷
は
困
難
を
極
め
た
。

山
東
省
政
府
に
も
日
参
し
て
協
力
を
お
願
い
し
た
結
果
、
所

定
ギ
リ
ギ
リ
の
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
移
動
部
隊

か
ら
の
要
求
量
は
補
給
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
残
念
だ

っ
た
が
ひ
た
す
ら
、

無
事
目
的
地
に
到
着
す
る
こ
と
を
祈
っ
た
。

そ

の

二

衣
師
団
の
軍
馬
（
日
本
馬
）
の
不
足
が
生
じ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
新
し
い
部
隊
の
編
成
で
兵
員
と
共
に
、
日
本
馬
も
供
出
さ

れ
、
そ
の
補
充
を
支
那
馬
の
徴
発
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
れ
も
、
昭
和
十
八
、
十
九
年
ご
ろ
は
不
可
能
で
、
部

隊
に
よ
っ
て
は
、
ラ
バ
馬
や
ロ
バ
馬
を
繋
養
し
て
戦
力
の
維
持

に
努
め
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

衣
師
団
の
独
立
歩
兵
大
隊
に
は
、
機
関
銃
中
隊
、
歩
兵
砲
中

隊
が
あ
り
日
本
馬
も
繋
畜
し
て
い
た
が
、
眞
に
貴
重
な
兵
器
で

あ
り
、
そ
の
損
耗
を
防
ぐ
た
め
、
討
伐
作
戦
に
は
大
隊
長
を
始

め
、
指
揮
官
、
通
信
班
は
支
那
馬
を
使
っ
て
参
加
し
た
。

昭
和
十
九
年
の
春
、
山
東
省
の
八
路
軍
の
掃
討
作
戦
が
実
施

さ
れ
、
旅
団
長
を
長
と
す
る
部
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
部
隊
本
部

は
指
揮
班
、
通
信
班
、
歩
兵
一
個
中
隊
、
輜
重
隊
等
で
で
き
て

お
り
、
輜
重
隊
は
約
六
頭
の
支
那
馬
を
使
い
、
中
隊
長
以
下
日

本
兵
は
十
名
位
で
、
馬
の
手
綱
を
持
つ
も
の
は
支
那
の
政
府
軍

兵
士
で
あ
っ
た
。

部
隊
本
部
が
夜
露
営
中
、
八
路
軍
の
包
囲
攻
撃
を
受
け
た
。

ち
ょ
う
ど
、
す
り
鉢
の
底
の
よ
う
な
地
に
露
営
を
張
っ
て
い
た

た
め
、
四
方
の
山
よ
り
激
し
い
銃
撃
に
あ
っ
た
。
夜
で
何
程
の

敵
兵
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
と
に
か
く
、
弾
丸
の
あ
る
限
り
応
戦
せ

よ
と
の
命
令
が
あ
り
、
小
生
も
輜
重
隊
、
馬
等
の
保
健
の
た
め

同
行
し
て
い
た
の
で
、
ピ
ス
ト
ル
で
三
〇
発
の
弾
丸
を
敵
の
方

に
撃
っ
た
。

旅
団
長
戦
死
の
報
が
あ
り
、
全
滅
か
と
覚
悟
を
き
め
た
が
、

幸
い
に
近
隣
に
い
た
部
隊
が
救
援
に
き
て
く
れ
た
の
で
全
滅
は

ま
ぬ
が
れ
た
が
、
旅
団
長
以
下
十
数
名
の
戦
死
、
日
本
馬
四
、

五
頭
の
死
廃
、
輜
重
隊
馬
四
十
頭
余
の
四
散
逃
亡
に
よ
り
、
戦

闘
続
行
が
不
可
能
に
な
り
、
中
止
し
て
駐
屯
地
に
引
揚
げ
る
結

果
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
も
、
多
く
の
軍
馬
を
失
う
こ
と
と
な
り
、
今
後
の
作



戦
行
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ

の

三

衣
師
団
を
始
め
、
北
支
方
面
軍
の
軍
馬
も
、
新
し
い
部
隊
の

編
成
や
、
作
戦
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
軍
馬
の
減
少
が
は
な
は
だ

し
く
、
部
隊
の
編
成
や
、
作
戦
に
も
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

昭
和
十
九
年
春
、
軍
馬
補
充
の
た
め
蒙
古
よ
り
、
約
四
百
頭

の
蒙
古
馬
が
送
ら
れ
て
き
て
、
衣
師
団
病
馬
廠
で
一
時
繋
留
、

検
疫
（
鼻
疽
）
の
上
、
各
部
隊
に
配
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

馬
は
、
列
車
で
約
三
十
人
位
の
蒙
古
兵
が
添
乗
し
て
輸
送
さ

れ
て
き
た
。
済
南
駅
よ
り
病
馬
廠
に
連
行
繋
養
し
た
が
、
添
乗

兵
は
、
五
、
六
人
を
残
し
て
引
き
揚
げ
帰
国
し
た
。
残
っ
た
添

乗
兵
も
、
一
週
間
位
で
帰
国
し
た
。

検
疫
期
間
は
地
元
の
労
力
を
雇
い
飼
育
管
理
し
た
が
、
蒙
古

馬
は
、

放
牧
か
ら
連
れ
て
き
た
も
の
で
調
教
は
全
然
し
て
な
く
、

人
が
寄
れ
ば
咬
む
、
蹴
る
、
頭
絡
を
外
し
て
逃
げ
回
る
。
こ
の

管
理
、
取
り
扱
い
に
は
大
変
な
苦
労
で
、
多
数
の
怪
我
人
を
出

し
た
。
こ
の
時
、
蒙
古
兵
の
乗
馬
を
始
め
、
馬
の
取
扱
い
の
至
極
優

れ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
り
み
て
感
服
し
た
。

検
疫
も
命
が
け
の
仕
事
だ
っ
た
。
若
干
の
眞
性
馬
の
殺
処
分

を
行
い
、
十
数
頭
の
疑
陽
性
馬
を
残
し
て
各
部
隊
に
配
属
さ
れ

て
行
っ
た
。
こ
の
検
疫
期
間
は
約
一
ヵ
月
位
だ
っ
た
。
配
属
さ

れ
た
蒙
古
馬
が
速
や
か
に
従
順
に
な
り
、
戦
力
に
な
る
よ
う
祈

っ
た
も
の
だ
。そ

の

四

衣
師
団
を
始
め
、
北
支
方
面
軍
は
日
本
馬
は
貴
重
な
兵
器
で

あ
り
、
戦
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
日
本

馬
が
各
馬
部
隊
で
一
～
二
頭
は
悪
癖
が
あ
り
、
取
り
扱
い
が
む

ず
か
し
く
て
た
だ
無
為
徒
食
し
て
い
る
も
の
が
い
た
。

こ
の
馬
を
調
査
し
て
み
た
ら
、
そ
の
七
割
が
陰
睾
馬
（
牡
で

睾
丸
が
体
内
に
あ
っ
た
た
め
、
去
勢
が
出
来
な
か
っ
た
馬
）
で

あ
っ
た
。
病
馬
廠
に
も
部
隊
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
陰
睾
馬
が
い

た
の
で
、
一
か
八
か
で
陰
睾
の
摘
出
手
術
を
や
る
こ
と
に
し
た
。

四
肢
を
つ
り
上
げ
て
保
定
し
、
廠
長
を
先
頭
に
三
名
の
獣
医
で

行
っ
た
と
こ
ろ
、
経
過
が
す
こ
ぶ
る
順
調
で
、
約
一
ヵ
月
後
に

は
性
質
も
温
順
に
な
り
、
立
派
に
使
え
る
軍
馬
と
な
っ
て
部
隊

に
帰
っ
て
い
っ
た
。



こ
れ
に
よ
り
衣
師
団
の
陰
睾
馬
は
も
ち
ろ
ん
北
支
軍
に
も
知

れ
て
衣
師
団
外
の
部
隊
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
、

合
わ
せ
て
十
五
、

六
頭
の
手
術
を
行
い
、
全
頭
成
功
し
て
戦
力
の
増
強
に
役
立
っ

た
。

そ

の

五

衣
師
団
の
通
信
隊
、
病
馬
廠
は
済
南
の
郊
外
に
あ
り
、
隣
接

し
て
隼
航
空
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
暮
ご
ろ
よ
り
米
軍
機
（
Ｐ51

）
の
襲
撃
が
始
ま

り
、
航
空
機
、
鉄
道
、
列
車
を
目
標
に
逐
次
そ
の
回
数
が
増
し

て
き
た
。
ま
た
、
Ｂ29

が
済
南
上
空
を
通
っ
て
北
九
州
、
満
州

の
鞍
山
等
の
工
業
地
帯
の
爆
撃
を
行
っ
た
が
、

今
日
は
九
州
か
、

満
州
か
、
済
南
上
空
の
飛
行
方
向
で
判
断
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
況
に
な
り
、
通
信
隊
、
病
馬
廠
の
馬
を
守
る

た
め
、
防
空
壕
の
掘
削
が
始
ま
っ
た
。
壕
は
深
さ
二
メ
ー
ト
ル

以
上
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
七
、
八
十
頭
分

が
必
要
だ
っ
た
。
毎
日
、
地
元
の
苦
力
を
四
、
五
十
名
雇
用
し

て
行
っ
た
が
、
運
搬
車
両
は
莚
の
モ
ッ
コ
を
担
ぐ
手
段
で
能
率

は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
午
後
に
な
る
と
苦
力
が
腹
が
減

っ
て
土
砂
が
運
べ
な
い
と
い
う
始
末
で
、
叱
ろ
う
が
、
叩
こ
う

が
、
一
向
に
効
果
が
な
い
。
そ
こ
で
馬
糧
の
高
梁
を
失
敬
し
て

粉
に
さ
せ
、
饅
頭
を
作
っ
て
午
後
支
給
し
工
事
を
急
が
せ
た
。

出
来
上
が
っ
て
か
ら
五
、
六
回
の
空
襲
を
受
け
、
廠
長
以
下

全
員
で
退
避
し
た
が
、
米
機
の
目
標
は
馬
で
な
く
損
害
は
な
か

っ
た
。
昭
和
二
十
年
春
に
は
隼
航
空
隊
の
戦
闘
機
も
何
処
に
か
転
戦

し
姿
は
な
く
、
米
軍
機
の
な
す
が
ま
ま
の
よ
う
だ
っ
た
。

日
支
事
変
・
出
征
従
軍
記
録
　 

大
阪
府
　
若
杉
米
一
　 

昭
和
十
四
年
八
月
三
十
日
午
後
十
一
時
三
十
分
こ
ろ
「
電
報
、

電
報
」
と
呼
ぶ
声
に
て
目
を
覚
ま
す
。
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
、
表
に
出
て
見
る
と
、
富
山
か
ら
の
電
報
で
す
と
手
渡
さ

れ
、
局
員
の
方
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と
い
わ
れ
、
は
っ
と
召

集
だ
と
思
っ
た
。
局
員
の
方
に
「
御
苦
労
様
」
と
言
っ
て
受
け

取
る
。
「
ヨ
ネ
イ
チ
　
シ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
　
ガ
　
キ
タ
　
ス
グ
カ
ヘ
レ




